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HYOGOアサ＠プロジェクト
食品科学科

入学式の準備
園芸科

昨年度に続き、今年度も東播
磨地域の食材を活用した商品
開発が始まりました。お世話に
なっている株式会社オイシス
からの提案を受け、今年度は
「みなさんの朝を公民連携で
応援する『HYOGOアサ＠プロ
ジェクト』」に参加することにな
りました。若年層における朝食
をとらない割合やその要因分
析などのお話をしていただき、
今後の商品開発に生かしてい
きたいと思います。

鳥類研究会で傷病のコミミ
ズクを受け入れました。この
個体は、尺骨を骨折し、加古
川動物病院で手術を行い現
在は骨折部位の動揺はない
状態です。しかし、飛ぶことは
できません。そこで、加古川動
物病院からリハビリ活動の委
託を受け、本校でコミミズク
のリハビリ活動を実施してい
きます。

マツのみどり摘み
造園科

インターンシップ
農業科 サニーレタスを栽培した後の

片づけでマルチを剥がします。
硬く締まった土の下にあるマル
チの端を剣先スコップで掘り
起こすのに苦労しました。 他
の農家さんにもお世話になり、
耕うん・畝立て・マルチ張り・も
み殻敷き・防草シート張りなど
の一連の作業を体験させてい
ただきました。貴重な経験をあ
りがとうございました。

令和5年度の入学式の準備を
行いました。サイネリアやアナナ
ス類、カポック、オリヅルラン、ベ
ンジャミンなどを組み合わせ、花
の向きを正面にそろえながら丁
寧に飾り付けを行いました。本
校の全日制・定時制の入学式
の草花の飾り付けは、園芸科の
授業で播種から栽培した植物
を使用して会場を彩っています。
今年も多くの草花を使用し会場
を華やかに彩ることができまし
た。

水利施設（権現ダム）の見学
農業環境工学科

日本酒『花てがみ』プロジェクト
生物工学科 3月から醸造を始めた日本酒

「花てがみ」。いよいよ完成に
近づいてきました。しかし、高校
生では試飲をして品質を確認
することはできません。そこで、
タンク内の発酵液を分析し、発
酵の状態やお酒を絞るタイミン
グを計っていきます。この分析
値は品質を決定させる重要な
要素です。緊張感を持って分析
に挑みました。分析値からは順
調に発酵が進んでいる様子が
分かり、完成が楽しみです。

２７３名の新入生が本校に入学
しました。学校長式辞では、今年
３月に行われたWBCにおいて、
打撃不振に苦しんだ村上・岡本
両選手をチームメイトみんなが支
えたエピソードが紹介されました。
高校生活においても、友を気遣
い・励まし、クラスメイトとともに喜
びあえる人であってほしいという
メッセージが送られました。晴天
にも恵まれ、高校生活のスタート
にふさわしい１日となりました。

造園科新２年生が春休み当
直でマツのみどり摘みを行い
ました。みどり摘みとは、枝先に
発生した新芽（みどり）をかき
取り、枝の伸長を調整する作
業です。毎年春（４～５月）に
行う恒例行事の１つで、上の
方から１本ずつ手で折ってい
きバランスを整えていきます。
新２年生は初めての実習でし
たが、手でぽろぽろ取れるた
め、楽しく作業することができ
ました。！

第７８回入学式

加古川市内にある水利施設
の見学で、権現ダム・加古川大
堰・新井用水などを見学しまし
た。
権現ダムは昭和57（1982）
年に建設されたロックフィルダ
ムで、加古川工業用水の安定
供給を担う重要なダムの１つで
す。実際に堤体を歩き構造に
圧倒されながら勉強することが
できました。
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